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市の人口●129，000人（＋56人） 
市の世帯数●54，719世帯（＋601世帯） 
 平成２４年４月１日現在（　）は前年同月との増減 
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市の人口●129,718人（＋279人） 
市の世帯数●55,132世帯（＋785世帯） 
 平成２４年８月１日現在（　）は前年同月との増減 

平成24年 
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●健康ウォーキング2012秋（8面） 

●ざまインフォメーション（6・7面） 

●9月9日は救急の日（4・5面） 

●みんなの健康（3面） 

●市民大学（後期）受講生を募集（2面） 
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○投 票 ９月２３日（日）
午前７時～午後８時
○開 票 投票日当日 午後９時～
※開票はスカイアリーナ座間（市
民体育館）で行います。

投・開票速報は市ホームページでお知
らせしています。
投票速報 午前９時３０分～
開票速報 午後１０時～
※開票速報については、テレホンサー
ビスでも行っています。
1０１８０（９９４）５５５

選選
挙挙
はは
、、私私
たた
ちち
のの
一一
票票
がが
、、座座
間間
市市
のの
将将
来来
にに
、、そそ
しし
てて
、、

私私
たた
ちち
のの
暮暮
らら
しし
にに
大大
きき
くく
影影
響響
しし
まま
すす
。。
明明
るる
くく
豊豊
かか
なな

生生
活活
をを
築築
くく
たた
めめ
、、
貴貴
重重
なな
一一
票票
をを
無無
駄駄
にに
しし
なな
いい
よよ
うう
、、

投投
票票
日日
にに
はは
皆皆
ささ
んん
そそ
ろろ
っっ
てて
投投
票票
しし
まま
しし
ょょ
うう
。。
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選選
挙挙
管管
理理
委委
員員
会会
事事
務務
局局

11
００
４４
６６（（
２２
５５
２２
））８８
４４
８８
１１

55
００
４４
６６（（
２２
５５
２２
））８８
５５
３３
２２

◆
投
票
で
き
る
方

　

次
の
①
②
両
方
に
該
当
す
る

方
で
す
。

①
平
成
四
年
九
月
二
十
四
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方

②
平
成
二
十
四
年
六
月
十
五
日

ま
で
に
住
民
票
が
作
成
さ
れ

た
方

※
投
票
日
ま
で
に
市
外
へ
転
出

し
た
方
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

※
市
内
で
住
所
を
移
し
た
方
は
、

九
月
三
日
ま
で
に
転
居
届
を
出

し
た
方
は
新
住
所
地
で
、
九
月

四
日
以
降
に
届
け
を
出
し
た
方

は
前
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票

と
な
り
ま
す
。

◆
期
日
前
投
票

○
と
き　

九
月
十
七
日
（
月
）

〜
二
十
二
日
（
土
）
午
前
八

時
三
十
分
〜
午
後
八
時

○
と
こ
ろ　

市
役
所
一
階
市
民

サ
ロ
ン

○
投
票
方
法　

入
場
整
理
券
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
（
届
い
て

な
い
と
き
は
不
要
）
。
同
封

の
「
期
日
前
投
票
用
請
求
書

（
兼
宣
誓
書
）
」
も
、
記
入

し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
不
在
者
投
票

【
市
外
に
滞
在
中
の
方
は
】

　

滞
在
先
の
市
区
町
村
で
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。
希
望
者

は
「
請
求
書
（
宣
誓
書
）
」
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
市
選

挙
管
理
委
員
会
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

【
入
院
・
入
所
中
の
方
は
】

　

県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定

し
た
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

に
入
院
・
入
所
中
は
、
施
設
内

で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、入
院
・
入
所
先
の
施

設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
体
が
不
自
由
な
方
は
】

　

あ
ら
か
じ
め
「
郵
便
等
投
票

証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
る
こ

と
に
よ
り
、
自
宅
か
ら
郵
便
で

投
票
が
で
き
ま
す
。

　

対
象
は
、身
体
障
害
者
手
帳
、

戦
傷
病
者
手
帳
、
介
護
保
険
の

被
保
険
者
証
の
い
ず
れ
か
を
お

持
ち
の
方
で
、
そ
れ
ぞ
れ
定
め

ら
れ
た
障
が
い
の
程
度
に
当
て

は
ま
る
方
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
選
挙
管
理
委

員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
選
挙
公
報

　

九
月
十
九
日（
水
）ご
ろ
に
新

聞
各
紙
（
朝
日
、
神
奈
川
、
産

経
、
東
京
、
日
経
、
毎
日
、
読

売
）の
朝
刊
に
折
り
込
む
ほ
か
、

広
報
の
戸
別
配
布
の
登
録
者
に

配
布
し
、
市
内
公
共
施
設
に
も

配
架
し
ま
す
。
ま
た
、
市
選
挙

管
理
委
員
会
に
ご
連
絡
い
た
だ

け
れ
ば
お
届
け
し
ま
す
。

◆
投
票
所
入
場
整
理
券

　

封
書
で
郵
送
し
ま
す
。
名
前

を
確
認
し
、
各
自
の
分
を
切
り

離
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
万
が
一
届
か
な
い
場

合
や
破
損
、
紛
失
し
た
場
合
で

も
投
票
で
き
ま
す
の
で
、当
日
、

投
票
所
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◆
代
理
・
点
字
投
票

　

各
投
票
所
で
は
体
が
不
自
由

で
字
が
書
け
な
い
方
な
ど
に
、

係
員
が
記
入
内
容
の
秘
密
を
侵

す
こ
と
な
く
、
投
票
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。
ま
た
、
目
の
不

自
由
な
方
に
は
点
字
器
を
用
意

し
て
い
ま
す
の
で
、
係
員
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

市議会議員・市長選挙市市議議会会議議員員・・市市長長選選挙挙

　視覚障がい者で
点字を読むことが
できない希望者に
提供します。ご希
望の方は、
神奈川視覚障害者
情報センター「神
奈川ライトハウス」
（1・5０４６（２０５）
６０４０）までご連絡
ください。

選挙公報の
音声コード付
拡大文字版

選挙公報の
音声コード付
拡大文字版

至橋本  
鳩川  Ｎ 

鳩 川 児 童 館 

靴店  

金物店  

肉店  至相武台 

中宿郵便局  

至茅ヶ崎 

J  
R  

座間小学校  

そば店  

鈴鹿明神社  

座間警察 署 

スーパー 

主 要
 地 方
 道 町
 田 厚
 木 線
 （ 相
 武 台
 入 谷
 バ イ
 パ ス
 ） 

主要地方道藤沢座間厚木線 

Ｎ 

さがみ農 協 

座 間 市 公 民 館 
（ 西 出 張 所 ） 

ガソリン 
スタンド 

コンビニエンスストア  

文  

鳩川  

至茅ヶ崎 

車販売店 

中古車店 

Ｎ ガソリンスタンド 

老人ホーム  

至橋本  

ち ぐ さ 保 育 園 
座間警察 署 

スーパー 

主 要
 地 方
 道 町
 田 厚
 木 線
 （ 相
 武 台
 入 谷
 バ イ
 パ ス
 ） 

Ｎ 

スーパー 

座間養護学校 
入谷プー ル 

体 育 館 

至橋本  

至茅ヶ崎 

入 谷 小 学 校 

Ｎ 

至海老名 

至相武台前  

座間駅前 
交番  銀行  

座間駅前郵便局  

スーパー 

マンション  

座 間 児 童 館 

Ｎ 市民健康センター 

市民文化会館  

市庁舎  

県立  
座間谷戸山公園  

座間南林間線  

立野台プール  

青少年センター  

立 野 台 小 学 校 
体 育 館 

総合福祉センター 図書館  

文  

文  

さがみ農業栗原支店  

栗原交番 

もくせい園  

栗原中  

コンビニエンスストア  

栗原小  

Ｎ 主 要 地 方 道 藤 沢 座 間 厚 木 線 

栗 原 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 

コンビニエンスストア  

マンション  

公園  

南 中 学 校 体 育 館 

Ｎ 

健康  
センター 

「南中学校前」信号  

Ｎ 
桜並木  

ガソリンスタンド 
国道２４６号線  

東原さくら公園  

公団さがみ野さくら  

東原保育園  

歯科医院 

中央労働金庫  

公園  
東 原 コ ミ ュ ニ テ ィ 
セ ン タ ー ( 南 出 張 所 ) 

文  

東芝機械 

国道２４６号線  

倉庫  

東中  
東原共同住宅  

ひばりが丘  
プール  

ひばりが丘  
交番  

コンビニエンス 
    ストア  

Ｎ 

ひ ば り が 丘 小 学 校 
体 育 館 

パチンコ店  

座間南林間線  
パチンコ店  至市役所 

コンビニエンス  
ストア  

至南林間 

公園  

ひ ば り が 丘 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 
（ 東 出 張 所 ） 

本屋  

Ｎ 

東芝機械 

国道２４６号線  

Ｎ 

パチンコ店  

スーパー 

ひばりが丘  
第一自治会館  

ひ ば り が 丘 
南 児 童 館 

ひばりが丘  
小学校  

マンション  

家電店  

中華料理店  

マンション  

Ｎ 

至小松原交差点  

至ひばりが丘  

パチンコ店  

マンション  

三木プーリ㈱  

酒店  

Ｎ 

市民健康センター 

座 間 中 学 校 体 育 館 

市民文化会館  

市庁舎  図書館  

県立  
座間谷戸山公園  

座間南林間線  

かにが沢公園  
内科医院 

文 座間中  

至小田急相模原  

至座間駅 

Ｎ
 

相武台前駅  

マンション  

マンション  
布団店  

歯科医院 
内科医院 

内科医院 

相 武 台 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 

消防北分署  

至大和  
相模が丘 
派出所  

至相武台前駅  

主要地方道座間大和線  

相 模 野 小 学 校 
体 育 館 

Ｎ
 

自動車修理工場  

東電変電所  

広野台保育園  

マンション  

コンビニエンスストア  

至相武台前  

Ｎ
 

コンビニエンスストア  

電気店  

料理店  

歯科医院 

耳鼻咽喉科医院  

マンション  

銀行  

相 模 が 丘 
第 １ 自 治 会 集 会 所 

至小田急相模原  

美容室  
辰街道  

スーパー 

な か よ し 小 道 （ 桜 並 木 ） 

北地区  
文化センター  

至相武台前  

至小田急相模原  

相 模 が 丘 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 
（ 北 出 張 所 ） 

Ｎ
 

床屋  

駐車場  
辰街道  

スーパー 

な か よ し 小 道 （ 桜 並 木 ） 

北出張所 
相模が丘コミュニティセンター  

至相武台前  

至小田急相模原  

北 地 区 文 化 セ ン タ ー 

Ｎ
 

相 模 中 学 校 体 育 館 

パチンコ店  

主要地方道座間大和線  

家電店  

座間市民球場  

マンション  マンション  

コンビニエンスストア  

小松原交差点  

ゴルフ場 

Ｎ 

ガソリン   
スタンド   

酒店  

スーパー   

県営ハイム立野  

コンビニ   
エンスストア  

Ｎ   

至座間駅   

至国道２４６号線   

立 野 台   
ｺ ﾐ ｭ ﾆ ﾃ ｨ ｾ ﾝ ﾀ ー    

Ｎ 

スーパー 

主要地方道藤沢座間厚木線 
公園  

スーパー 

整形外科医院  

東建  
４号棟  

東 建 座 間 
ハ イ ツ 集 会 所 

至相武台前  

至海老名 

～ ～ ～ ～ 

○ 〒 

投
票
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投
票
所
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一
部
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入
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市公民館 

座間児童館 

栗原コミュニティセンター 

ひばりが丘コミュニティセンター 

相模野小学校体育館 

鳩川児童館 

東建座間ハイツ集会所 

南中学校体育館 

ひばりが丘南児童館 

相模が丘第１自治会集会所 

ちぐさ保育園 

立野台コミュニティセンター 

東原コミュニティセンター 

小松原コミュニティセンター 

相模が丘コミュニティセンター 

入谷小学校体育館 

立野台小学校体育館 

ひばりが丘小学校体育館 

座間中学校体育館 

北地区文化センター 
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市民大学市民大学（（後期後期））
受講生を募集受講生を募集

　座間市教育委員会と相模原市教育委員会では、１５の
大学と２カ所の専門学校の協力のもとに、さがまちコ
ンソーシアムに運営を委託し、市民大学を開講します。
○対　象　原則として、１５歳以上の座間市・相模原市
在住・在勤・在学者
○受講数　全コース（学校）から自由に選択
　※受講数の制限はありません。
○受講料　１講座につきＡ＝１，０００円、Ｂ＝１，５００円
　※このほか資料代、教材費などが必要な講座があり
ます。
○申込方法　官製はがき（講義案内にある申込書をは
がきに貼り付けても可）に、右下の記入例を参考に
して必要事項を記入の上、さがまちコンソーシアム
事務局宛てに郵送
　※１講座につき１枚のはがきで申し込んでください。
　※「さがまちコンソーシアム」のホームページ（http: 
//sagamachi.jp/manabi/shimin-daigaku/）か
らも申し込みが可能です（事前に受講登録番号の取
得が必要）。
○申込締切　９月１４日（金）必着
○受講者の決定　多数抽選
　※申込者全員に封書で結果をお知らせします。
　※受講決定者には、納付書を同封します。指定され
た納期限までに受講料を納めてください。
○問い合わせ先　さがまちコンソーシアム事務局内市
民大学担当　1０４２（７０３）８５５０（月曜～金曜日午前９
時～午後５時）
※駐車場は用意していませんので、公共の交通機関を
ご利用ください。
担当 生涯学習課　1０４６（２５２）８４７２　5０４６（２５２）４３１１

受講料期間講座名コース名

Ａ１０月５日～１９日（毎週金曜日）午後
６時３０分～８時溶接入門（全３回）職業能力開発総合

大学校コース

Ａ１１月７日～２８日（毎週水曜日）午前
１０時４０分～午後０時１０分認知症とケア（全４回）和泉短期大学コース

Ｂ１２月１２日（水）～１５日（土）午前９
時～正午

アニメーションワークショップ
（全４回）総合電子専門学校

コース Ｂデッサン入門（全４回）

Ｂ１０月３日～１１月２１日（毎週水曜日）
午後０時５０分～２時２０分

現代に生きる『論語』～〈礼〉のここ
ろ（全８回）桜美林大学コース

Ａ１０月１３日～１１月１０日（毎週土曜日）
午後１時１０分～２時４０分

『今こそ求められる「社会と情報」を
むすぶ視点』（全５回）青山学院大学コース

Ａ１１月１７日～１２月１５日（毎週土曜日）
午後１時１０分～２時４０分暮らしに役立つ経営工学（全５回）

Ｂ１０月６日～１１月１７日（１１月３日を除
く毎週土曜日）午後２時～４時水墨画入門（全６回）多摩美術大学コース

Ａ１０月６日～２０日（毎週土曜日）午後
１時～２時３０分子育て支援の実際（全３回）東京家政学院大学

コース Ａ１０月１３日～２７日（毎週土曜日）午前
１０時３０分～正午

健康講座「健やかな食生活のポイント」
（全３回）

Ａ１０月５日～１９日（毎週金曜日）午後
１時～２時３０分

国際的視点から見た日本古代の仏教文
化－その２（全３回）

東京女学館大学
コース

Ａ１０月１２日・２６日、１１月９日（いずれ
も金曜日）午後７時～８時３０分市民のためのエネルギー講座（全３回）法政大学コース

Ａ１０月６日～２７日（毎週土曜日）午前
１０時～正午宇宙科学の最前線（全４回）総合研究大学院大学

コース

Ｂ
１０月１日・１５日、１１月５日・１９日、
１２月３日・１７日、１月２１日（いずれ
も月曜日）午後６時３０分～８時

Active English in the News
（全７回）

サレジオ工業高等
専門学校コース

Ａ１０月２０日～１１月１７日（１１月３日を除
く毎週土曜日）午前１０時３０分～正午

「甲州街道をゆく」２～語り継がれる
吉野宿と関野宿～（全４回）

相模原市総合学習
センターコース

Ａ１１月８日～１１月２９日（毎週木曜日）
午前１０時～１１時３０分

自分たちのまちで学ぶこと～学びの楽
しみ・学びの地域づくり～（全４回）

座間市生涯学習課
コース
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市民大学申し込み 

１．コース名（学校名） 
２．講座名 
３．受講登録番号 
　　（未登録の方は空欄） 

４．氏名・ふりがな 
５．性別 
６．生年月日（大正・昭和・ 
　　平成で表記） 
７．郵便番号・住所 
８．電話番号 

〒２５２－０３０７ 

※市内在勤・在学の人は、在
勤・在学先の名称・住所・電
話番号も記入してください。 
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民
大
学
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ごごごごごごごごごごご注注注注注注注注注注注意意意意意意意意意意意くくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだださささささささささささいいいいいいいいいいい
　今年の後期のプログラムは上表の通
りになりますが、資料代や教材費、そ
の他の持ち物などが必要な講座があり
ます。受講希望者は、市役所や市内公
共施設に備え付けの「市民大学講義案
内」を必ずご確認ください。

▲▼▲▼▲▼▲▼９９月月はは福福祉祉月月間間でですす▲▼▲▼▲▼▲▼
　市では「やすらぎに満ちた福祉社会」を目指し、毎年９月を福祉月間と定めて
います。期間中は、市民の皆さんに福祉への理解を深めていただくために下表の
通りさまざまな催しを予定しています。

内　容ところと　き催　し
対象の年齢の方に祝い
品、祝い金を贈呈対象者宅など８月下旬～１０月上旬敬老祝い金・

祝い品
市福祉施設・事業など
の紹介市役所１階市民サロン９月３日（月）～６日（木）福祉パネル展

歌、踊り、ゲームなど市内保育園１８カ所９月中 
※各保育園で異なります。

高齢者と園児
の集い

身体測定、尿検査、血
圧測定、体脂肪測定、
健康に関する相談

北地区文化センター９月１２日（水）
午後１時３０分～２時３０分

健康相談
東地区文化センター９月２０日（木）

午前９時３０分～１０時３０分
ひばりが丘コミュニティーセ
ンター（育児相談と合同開催）

９月２１日（金）
午前９時３０分～１０時３０分

市民健康センター９月２４日（月）
午前９時３０分～１０時３０分

担当 福祉長寿課　1０４６（２５２）８２４７　5０４６（２５６）３６００

国民健康保険被保険者証を更新
　市では、国民健康保険被保険者証を更新します。現在ご使用
中の被保険者証は１０月１日以降は使用ができなくなります。
　新しい被保険者証は、９月下旬までに簡易書留郵便で世帯主
宛てに郵送しますので、記載内容を確認し、誤りやご不明な点
がありましたら担当にご連絡ください。
　被保険者証が送付された方で、就職や家族
の扶養に入るなどして、社会保険などの被保
険者証をお持ちの方は、国民健康保険資格喪
失の届け出が必要ですので、早めに手続きをしてください。
　有効期限が切れた被保険者証は、担当または各出張所に返却
するか、細かく裁断して破棄してください。また、被保険者証
カバーは担当と各出張所に用意していますので、ご希望の方は
お申し出ください。
※１０月２日から平成２５年９月３０日までに７５歳になる方の有効期
限は誕生日の前日となり、誕生日以降は「後期高齢者医療制度」
に基づく新しい被保険者証が交付されます。
担当 国保年金課　1０４６（２５２）７００３　5０４６（２５２）７０４３
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担当　健康づくり課 　1046（252）7225　5046（255）3550

7０１２０（８６７）８６０（通話料無料）
※携帯電話・ＰＨＳ・ＩＰ電話からは  
1０３（３２３４）２０２６へ、聴覚障がい者は専用ファクス
5０３（３２３０）１１９９へ（通話・通信料発信者負担）。
担当 医療課　1０４６（２５２）７２９５　5０４６（２５２）７０４３

座間市２４時間健康電話相談2

自殺予防週間

▽とき＝９月１２日（水）午後１時３０分～２時３０分受け
付け▽ところ＝北地区文化センター▽内容＝身体測定、
尿検査、血圧測定、体脂肪測定と相談、禁煙相談（対
象は１カ月以内に禁煙を始めたい方。要予約）▽持ち
物＝健康手帳▽参加方法＝直接会場へ

▽とき＝①９月５日（水）②１３日（木）いずれも午後
１時１５分～２時１５分受け付け（時間厳守）▽ところ＝
市民健康センター▽対象＝平成２４年①５月②６月生ま

れ（対象者には個人通知します）と対象月に受けられ
なかった６カ月未満児

▽とき＝９月１１日（火）午後１時～２時▽ところ＝市
民健康センター▽対象＝平成２４年５月生まれ

　市では、指定医療機関を定め、無料で健康診査を実
施しています。対象者には個人通知をしますので、あ
らかじめ医療機関に電話連絡の上、母子健康手帳をお
持ちになり受診してください。

◆内科▽とき＝対象者に通知済み▽ところ＝指定医療
機関▽対象＝平成２３年２月生まれ
◆歯科▽とき＝９月１２日、１９日いずれも水曜日午前９
時３０分～１０時３０分▽ところ＝市民健康センター▽対象
＝平成２３年１月生まれ

▽とき＝９月２６日（水）午後１時～２時受け付け▽と
ころ＝市民健康センター▽内容＝歯科健診、予防処置
と育児相談など（予防処置は希望者のみで有料）▽対
象＝平成２２年８月生まれ▽持ち物＝母子健康手帳、歯

ブラシ▽参加方法＝直接会場へ（事前通知はありませ
んのでご注意ください）

▽とき＝９月４日（火）午後１時～２時▽ところ＝市
民健康センター▽対象＝平成２１年３月生まれ▽持ち物
＝母子健康手帳

▽とき＝９月２５日（火）午前１０時～１１時３０分（受け付
けは午前９時５０分まで）▽ところ＝市民健康センター
▽内容＝離乳食の作り方・すすめ方、子どもの発達や
予防接種について▽対象＝おおむね５カ月～６カ月児
とその保護者（これから離乳食を始める赤ちゃん）▽
定員＝３０人（申込順）▽持ち物＝母子健康手帳、ティ
ースプーン▽申込方法＝電話予約

▽とき＝９月１３日（木）午前１０時～１１時３０分（受け付
けは午前９時５０分まで）▽ところ＝市民健康センター
▽内容＝離乳食のすすめ方、子どもの発達について▽
対象＝おおむね生後７カ月～８カ月児とその保護者
（離乳食が２回食の赤ちゃん）▽定員＝３０人（申込順）
▽持ち物＝母子健康手帳、ティースプーン▽申込方法
＝電話予約

健康相談

２歳児歯科健康診査

４カ月児健康診査

もぐもぐ教室

ＢＣＧ接種 赤ちゃん教室

※聴覚障がい者専用問い合わせ先　5０４６（２５１）５２６３
※救急診療は、急病で困ったときにご利用ください。
※基本的に救急診療は応急処置を行いますので、後日かかりつけの病院などで必ず診察を受けてください。
※電話をかける場合は電話番号をお確かめの上、お間違えのないようご注意ください。

救急診療 担当　医療課　1046(２５２)７２９５　5046(２５２)７０４３

受付時間診療場所電話番号診療科目
午前９時～１１時４５分、午後２時～４時４５分休日急患センター

（市民健康センター１階）
1０４６（２５２）９０９０内　科

午前９時～１１時４５分、午後２時～４時３０分1０４６（２５２）８２１７歯　科
午前９時～１１時３０分、午後１時３０分～４時３０分相模原南メディカルセンター（相模原市相模大野）1０４２（７５６）９０００耳鼻咽喉科
午前９時～正午、午後２時～５時（診療時間）消防テレホンサービス1０４６(２５１)０１１９でご確認ください。外科・婦人科・眼科

午前９時～１１時４５分、午後２時～４時４５分
休日急患センター
（市民健康センター１階）

1０４６（２５５）９９３３小児科
（外科系を除く）

受付時間診療場所電話番号診療科目
月曜～金曜日　　：午後７時～９時４５分
土曜・日曜日、祝日：午後６時～９時４５分

休日急患センター
（市民健康センター１階）

1０４６（２５２）９０９０内　科

午後６時～１０時（診療時間）消防テレホンサービス1０４６（２５１）０１１９でご確認ください。外　科
月曜～金曜日　　：午後７時～９時４５分
土曜・日曜日、祝日：午後６時～９時４５分

休日急患センター
（市民健康センター１階）

1０４６（２５５）９９３３小児科
（外科系を除く）

診療時間診療場所診療科目
午後１０時～翌日午前８時消防テレホンサービス1０４６（２５１）０１１９でご確認ください。内科・外科
午後１０時～翌日午前７時
（重病の場合は午前８時）

小児救急情報センター1０４６（２５５）９９３３でご確認ください。
小児科

（外科系を除く）

◆休日（日曜日・祝日）昼間

◆夜　間

◆深　夜

８～１０カ月児健康診査

１歳６カ月児健康診査

　身近な材料で作り方も簡単なおいしい料理
を一緒に作りませんか？
○と　き　９月２８日（金）午前１０時～午後１時
○ところ　市民健康センター
○内　容　５００キロカロリーのバランス献立
○定　員　２０人
○費　用　４００円（材料費）
○持ち物　健康手帳、エプロン、三角巾、布
巾２枚
○申込方法　９月２１日（金）までに電話また
は直接担当へ
○保　育　１歳～就学前対象（人数制限あり）
　※保育の申し込みは、９月１４日（金）まで。
担当 健康づくり課

1０４６（２５２）７２２５　5０４６（２５５）３５５０

カラダの中からキレイになろう !!
手軽でおいしいクッキング

　９月１０日（月）～１６日（日）は「自殺予防
週間」です。自殺について正しい知識を身に
付け、自殺を考えている人の心のサインに気
付き、それを自殺予防につなげる一人一人の
取り組みが大切です。
【街頭キャンペーン】
　リーフレット・ポケットティッシュを配布。
○と　き　９月１０日（月）午前７時～８時
○ところ　座間駅、相武台前駅、小田急相模
原駅、さがみ野駅

自殺予防週間自殺予防週間
～～目目ををむむけけよようう

命命をを支支ええるるたたくくささんんのの人人～～

　２週間以上継続する不眠の早期発見は、う
つ病の早期発見・治療、ひいては自殺予防に
もつながります。
　うつ病と不眠には深い関係があり、「疲れ
ているのに眠れない」、「夜中に目を覚まし
てしまう」、「朝早く目覚めてしまう」など
ほとんどの人が睡眠に障害をきたします。
　「たかが眠れないくらいで」と思わず、疲れ
ていても眠れない日が続く場合は、早めにか
かりつけの病院や専門機関へご相談ください。
　うつ病は治りにくい病気と思われています
が、早期に適切な治療を受けることで、多く
の方が回復しています。また、周りの人から
見て、睡眠の問題には気が付きやすいので、
まずは身近な方へ「眠れてますか？」と一言
声を掛けてください。
担当 障がい福祉課

1０４６（２５２）７１３２　5０４６（２５２）７０４３

睡眠キャンペーン
～２週間以上続く

不眠にご注意を～

睡睡眠眠キキャャンンペペーーンン
～～２２週週間間以以上上続続くく

不不眠眠ににごご注注意意をを～～
【市外の病院の協力のもと救急体制を維持】
　近年、救急対応ができる病院が減少し、市
内の病院だけでは対応が困難なため、休日・
夜間の救急診療は、本市と海老名市、綾瀬市
の共同事業により、市外の病院にも協力をい
ただいて順番（輪番制）で救急医療体制を維
持しています。そのため、市内での救急要請
にも関わらず、他市の病院へ搬送させていた
だく場合があります。
　市民の皆さんには、全国的な医師不足、訴
訟リスクや夜間の激務など、救急医療の現場
での医師や看護師などの確保が大変難しい現
状にご理解をいただき、適正な受診による救
急医療体制の維持にさらなるご協力をお願い
します。

担当 医療課
1０４６（２５２）７２９５　5０４６（２５２）７０４３

救急医療体制の維持に
皆さんのご協力を！
救急医療体制の維持に
皆さんのご協力を！
救急医療体制の維持に
皆さんのご協力を！

３歳６カ月児健康診査

担当 障がい福祉課
1０４６（２５２）７１３２　5０４６（２５２）７０４３

ああななたたににももででききるる
自自殺殺予予防防ののたためめのの行行動動

気づき＝周囲の変化に気付いて、声を掛ける
　発言や行動、体調の変化に敏感になり、
周囲へ発するサインに早く気付きましょう。
変化に気付いた時は「眠れてますか？」な
ど自分にできる声掛けをしましょう。
傾聴＝本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける
　悩みを話してくれた時は、時間をかけて
傾聴しましょう。また、話題をそらしたり、
訴えや気持ちを否定したり、表面的な励ま
しは逆効果です。本人の気持ちを尊重・共感
し、相手を大切に思う気持ちを伝えましょう。
つなぎ＝早めに専門家に相談するよう促す
　心の病気や社会・経済的な問題などを抱
えている時は、公的相談機関、医療機関など
の専門家への相談につなげましょう。また、
相談を受けた側も、一人で抱え込まず、プラ
イバシーに配慮した上で、本人の状況や気
持ちを理解する家族や友人などのキーパー
ソンに協力を求め、連携を取りましょう。
見守り＝温かく寄り添い、じっくりと見守る
　体や心の健康状態について自然な雰囲気
で声を掛けて、あせらずに優しく寄り添い
ながら見守りましょう。

カラダの中からキレイになろう !!
手軽でおいしいクッキング
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毎
年
九
月
九
日
は
「
救
急
の
日
」
で
す
。
そ
し
て
、
救
急
の
日
を
含
む
一
週
間
は
「
救
急

医
療
週
間
」
と
し
て
、
救
急
医
療
の
普
及
・
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
新
し
い
心
肺
蘇
生
法
や
救
急
隊
の
処
置
拡
大
な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

担
当　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

消
防
管
理
課　

1
０
４
６（
２
５
６
）２
２
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

5
０
４
６（
２
５
６
）２
２
１
５

　

今
ま
で
の
心
肺
蘇
生
法
は

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
０
５
」

に
準
じ
て
い
ま
し
た
が
、
国
か

ら
新
し
い
心
肺
蘇
生
法
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２

０
１
０
）
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
「
Ｊ
Ｒ
Ｃ（
日
本
版
）

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
１
０
」
に

準
じ
て
、
平
成
二
十
四
年
四
月

一
日
か
ら
新
し
い
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
く
応
急
手
当
の
講
習

を
開
始
し
ま
し
た
。

◆
心
肺
蘇
生
に
は
市
民
の
皆
さ

ん
と
の
連
携
が
重
要

　

心
肺
停
止
の
傷
病
者
の
救
命

や
機
能
回
復
の
た
め
に
は
「
救

命
の
連
鎖
」
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

う
こ
と
が
大
切
で
す
。
「
救
命

の
連
鎖
」
と
は
、
左
上
の
図
に

あ
る
四
つ
の
輪
に
示
さ
れ
て
い

る
一
連
の
行
動
の
こ
と
で
す
。

そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
方
が
早

期
に
一
一
九
番
通
報
し
て
心
肺

蘇
生
法
を
開
始
し
、
救
急
隊
が

必
要
な
救
急
救
命
処
置
を
行

っ
て
医
療
機
関
へ
搬
送
し
、

そ
の
後
、
医
師
が
治
療
を
行
い

ま
す
。

　

今
回
の
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２

０
１
０
」
で
は
、
こ
の
救
命
の

連
鎖
に
「
心
停
止
の
予
防
」
の

項
目
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。「
心

停
止
の
予
防
」
と
は
、
突
然
死

の
可
能
性
の
あ
る
傷
病
を
未
然

に
防
ぐ
こ
と
で
す
。成
人
で
は
、

例
え
ば
、
急
性
心
筋
梗
塞
や
脳

卒
中
な
ど
の
初
期
症
状
を
知

り
、
少
し
で
も
早
く
救
急
車
を

要
請
す
る
こ
と
で
、
心
停
止
に

至
る
前
に
救
急
隊
に
よ
る
救
急

救
命
処
置
や
、
医
療
機
関
で
の

治
療
を
開
始
し
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

と
く
に
子
ど
も
は
、
交
通
事

故
や
窒
息
ま
た
溺
水
な
ど
の
不

慮
の
事
故
が
多
く
な
っ
て
い
る

た
め
、
こ
れ
ら
の
事
故
を
事
前

に
防
ぐ
こ
と
も
「
心
停
止
の
予

防
」
に
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

は
、
迅
速
な
救
急
通
報
・
心
肺

蘇
生
法
の
開
始
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
引
き

継
が
れ
た
上
で
「
迅
速
な
胸
骨

圧
迫
の
開
始
」
も
強
調
さ
れ
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
倒
れ

て
い
る
人
を
心
停
止
と
判
断
し

た
場
合
、
救
助
者
は
気
道
確
保

や
人
工
呼
吸
よ
り
先
に
胸
骨
圧

迫
か
ら
開
始
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

詳
し
い
心
肺
蘇
生
法
の
方
法
に

関
し
て
は
、下
の「
救
命
処
置
の

流
れ
」を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
実
証
研
究
を
実
施

　

市
で
は
、
病
院
前
救
護
を
強

化
し
、
救
急
搬
送
さ
れ
る
傷
病

者
の
救
命
率
の
向
上
や
後
遺
症

の
軽
減
を
図
る
た
め
の
実
証
研

究
を
実
施
し
ま
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
実
際
の
救
急
現

場
な
ど
に
お
い
て
情
報
収
集
と

分
析
を
行
っ
た
上
で
、
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
一
月

三
十
一
日
ま
で
の
間
、
北
里
大

学
病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の

医
師
か
ら
具
体
的
な
指
示
を
電

話
で
受
け
、
救
急
現
場
な
ど
で

下
の
三
つ
の
処
置
を
救
急
救
命

士
が
行
い
ま
す
。

　

こ
の
実
証
研
究
は
、
研
修
や

訓
練
を
充
分
に
重
ね
た
救
急
救

命
士
が
処
置
を
行
い
、
そ
の
際

に
は
、
傷
病
者
や
家
族
の
方
に

事
前
に
説
明
を
行
い
、
書
面
に

よ
る
同
意
を
取
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
三
つ
の
処
置

を
救
急
救
命
士
が
行
う
こ
と
に

つ
い
て
、
傷
病
者
や
家
族
の
方

が
断
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
ま

で
と
同
様
に
救
急
搬
送
が
な
さ

れ
、
不
利
益
を
被
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

※
実
証
し
た
結
果
に
つ
い
て
は

全
て
「
厚
生
労
働
省
研
究
班
」

に
報
告
し
検
証
し
ま
す
。

◆
実
証
す
る
処
置

①
低
血
糖
の
可
能
性
が
あ
る
意

識
障
害
の
傷
病
者
に
対
し
て

血
糖
値
の
測
定
を
行
い
、
低

血
糖
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に

は
ブ
ド
ウ
糖
溶
液
を
投
与
し

ま
す
。

②
喘
息
治
療
用
の
吸
入
薬
（
吸

入
β
刺
激
薬
）
を
所
持
し
て

い
る
傷
病
者
が
重
症
ぜ
ん
そ

く
発
作
を
起
こ
し
た
場
合

に
、
そ
の
吸
入
薬
を
使
用
し

ま
す
。

③
血
圧
が
低
下
し
て
お
り
心
臓

が
停
止
す
る
危
険
性
が
あ
る

シ
ョ
ッ
ク
状
態
の
傷
病
者

に
、
点
滴
を
行
い
ま
す
。

救命の連鎖（多くの命を救うための一連の流れ）

救命処置の流れ【心肺蘇生とＡＥＤ使用】 救命処置の流れ【心肺蘇生とＡＥＤ使用】 救命処置の流れ【心肺蘇生とＡＥＤ使用】 
①反 応 なし  

③呼吸をみる 

呼吸なし 

気道確保 
応援と救急隊の到着を待つ 
回復体位を考慮する 

②大声で叫び、周囲の人に協力をお願いする 
　１１９番通報とＡＥＤの用意 

⑦ＡＥＤ装着 
・電源を入れる 
・電極パッドを装着する 

⑧心電図の解析 
・電気ショックは必要か 

救急隊に引き継ぐまでの間、目を開けたり普段どおりの 
呼吸が出現したりするまで心肺蘇生を続ける　

④胸骨圧迫 
　・強く（成人は少なくとも５センチメートル沈むように。　小児は胸の厚さの約１／３） 
　・速く（少なくとも１００回／分） 
　・絶え間なく（中断を最小限にする） 
　・圧迫解除は胸がしっかり戻るまで 
⑤人工呼吸 
　・人工呼吸ができないか、ためらわれる場合は胸骨圧迫のみを続ける 
⑥心肺蘇生法（胸骨圧迫３０回＋人工呼吸２回）を繰り返す 
 

⑪繰り返し ⑪繰り返し 

必要なし 必要あり 

⑩胸骨圧迫から心肺蘇生
　を再開する 

普段どおりの呼吸あり 

⑨電気ショック１回 
⑩胸骨圧迫から心肺蘇生
　を再開する 

心停止の
予防

早い
１１９番
通報

救急隊や
病院での
処置

早い
心肺蘇生法
と除細動

新新新新新新新新新新新新新新新
ししししししししししししししし
いいいいいいいいいいいいいいい
心心心心心心心心心心心心心心心
肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺
蘇蘇蘇蘇蘇蘇蘇蘇蘇蘇蘇蘇蘇蘇蘇
生生生生生生生生生生生生生生生
法法法法法法法法法法法法法法法

救救救救救救救救救救救救救救救
急急急急急急急急急急急急急急急
救救救救救救救救救救救救救救救
命命命命命命命命命命命命命命命
士士士士士士士士士士士士士士士
ののののののののののののののの
処処処処処処処処処処処処処処処
置置置置置置置置置置置置置置置

拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡
大大大大大大大大大大大大大大大
ににににににににににににににに
ごごごごごごごごごごごごごごご
協協協協協協協協協協協協協協協
力力力力力力力力力力力力力力力
ををををををををををををををを
！！！！！！！！！！！！！！！

99999999999999999999999
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
99999999999999999999999
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
ははははははははははははははははははははははは
救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救
急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急
ののののののののののののののののののののののの
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

99
月月
99
日日
はは
救救
急急
のの
日日
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本本本本本本本本本本本本本本本
当当当当当当当当当当当当当当当
ににににににににににににににに
必必必必必必必必必必必必必必必
要要要要要要要要要要要要要要要
ななななななななななななななな
方方方方方方方方方方方方方方方
ののののののののののののののの

たたたたたたたたたたたたたたた
めめめめめめめめめめめめめめめ
ににににににににににににににに
救救救救救救救救救救救救救救救
急急急急急急急急急急急急急急急
車車車車車車車車車車車車車車車
ををををををををををををををを
！！！！！！！！！！！！！！！

ドドドドドドドドドドドドドドド
ククククククククククククククク
タタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーー
ヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘ
リリリリリリリリリリリリリリリ
・・・・・・・・・・・・・・・
ドドドドドドドドドドドドドドド
ククククククククククククククク

タタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーー
カカカカカカカカカカカカカカカ
ーーーーーーーーーーーーーーー
ととととととととととととととと
連連連連連連連連連連連連連連連
携携携携携携携携携携携携携携携
！！！！！！！！！！！！！！！

　

座
間
市
内
に
お
け
る
平
成
二

十
三
年
中
の
救
急
車
の
出
動
件

数
は
四
千
九
百
五
十
九
件
・
搬

送
人
員
は
四
千
五
百
六
十
八
人

と
前
年
の
出
動
件
数
を
三
百
十

二
件
も
上
回
り
、
前
年
比
六
・

二
パ
ー
セ
ン
ト
増
と
過
去
最
高

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
座
間
市
内
だ
け
に
限

っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
国
（
総

務
省
）
の
調
査
に
お
い
て
も
平

成
二
十
三
年
中
の
救
急
出
動
件

数
（
全
国
）
が
五
百
七
十
万
六

千
七
百
九
十
二
件
と
過
去
最
高

と
な
り
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
、
平
成
二

十
三
年
は
猛
暑
に
よ
る
熱
中
症

な
ど
の
搬
送
人
員
が
例
年
に
比

べ
て
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が

一
因
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

高
齢
化
社
会
に
よ
り
高
齢
者
の

救
急
要
請
が
増
加
し
て
い
る
と

と
も
に
、
緊
急
性
の
無
い
要
請

な
ど
が
増
加
し
て
い
る
現
状
も

あ
り
ま
す
。

　

実
際
に
市
内
で
も
次
の
よ
う

な
要
請
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

例
①　

指
先
を
包
丁
で
切
っ
て

し
ま
っ
た
。

例
②　

三
日
前
か
ら
発
熱
で
病

院
を
受
診
し
て
い
な
い
。

例
③　

自
分
で
病
院
へ
連
絡
し

た
が
病
院
へ
行
く
交
通
手
段
が

な
い
。

　

市
で
は
、
よ
り
多
く
の
命
を

守
る
た
め
、
救
急
車
の
適
正
利

用
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

患
者
の
容
態
に
応
じ
、
北
里
大

学
病
院
の
ド
ク
タ
ー
カ
ー
や
東

海
大
学
病
院
か
ら
の
県
の
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
を
要
請
し
て
い
ま
す
。

　

ド
ク
タ
ー
カ
ー
や
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
に
は
、
病
院
か
ら
医
師
が

乗
車
・
乗
機
し
、
指
定
の
場
所

（
臨
時
へ
リ
ポ
ー
ト
や
近
隣
消

防
署
）
に
向
か
い
、
現
場
か
ら

搬
送
し
て
き
た
救
急
患
者
に
対

し
て
医
師
の
処
置
を
早
期
に
実

施
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

年
々
増
加
す
る
救
急
出
動
に

よ
り
、
市
内
の
全
て
の
救
急
車

が
出
動
中
と
な
る
こ
と
も
あ
り
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９月に納めていただくのは
▽固定資産税・都市計画税（第３期）▽国民健康保険税（第４期）
※最寄りの市指定金融機関など（ゆうちょ銀行を含む）、郵便局、市
役所または各出張所で納めてください。使用料などもお忘れなく。
※納期限を過ぎると、延滞金を納めていただく場合があります。
※毎月第２・第４土曜日午前８時３０分から正午まで、市役所で市税、
国民健康保険税の納付窓口を開設しています（今月は９月８日・２２
日）。
※詳しい内容は収納課1０４６（２５２）８０２１へ（国民健康保険税については
国保年金課1０４６（２５２）７００３へ）。

みんなの広場 
６面の続き 

○在日米陸軍キャンプ座間 ミュー
ジック・フレンドシップ・フェス
ティバル
▽とき＝９月１５日（土）、１６日（日）
午後２時３０分～９時▽ところ＝キャ
ンプ座間▽内容＝バンド演奏、ＤＪ、
ストリートパフォーマンス、模擬
店、プロレス（１６日午後３時～）、
花火（１６日午後８時～）▽持ち込め
ない物＝ペット、酒類、瓶など※基
地内へは、バイク・自転車を含み車両
の乗り入れはできません。周辺道路
は全て駐車禁止です。入場時手荷物
検査あり。▽問い合わせ先＝キャン
プ座間０４６（４０７）４１７７（自動音声案内）
○オストメイト健康相談会
▽とき＝９月１６日（日）午後１時３０
分～４時３０分▽ところ＝あつぎパー
トナーセンター（厚木市中町）▽内
容＝皮膚・排泄ケア認定看護師の講
演、グループ懇談、個別相談など▽
対象＝人工肛門・人工ぼうこう保有
者とその家族および関係者▽参加方

法＝当日直接会場へ▽問い合わせ先
＝（公社）日本オストミー協会神奈川
支部事務局1０４６６（４５）４２１６（須田）へ
○秋の交通安全教室
▽とき＝９月２４日（月）午前１０時～
※高齢者向け交通安全教室は午後１
時から。▽ところ＝都南自動車教習
所（緑ケ丘４－２０－１）▽内容＝交
通安全教室（子供向け、高齢者向け）、
県警音楽隊によるマーチング、落語
家による寄席など▽教室の申込方法
＝９月２０日（木）までに電話で1０４６
（２５３）５１５１（都南自動車教習所）へ
○自衛官などを募集
▽種目＝①看護学生②防衛医科大学
校学生③防衛大学校学生④陸上自衛
官（看護）▽応募資格＝①高卒（見
込みを含む）以上～２４歳未満②③高
卒（見込みを含む）以上～２１歳未満
④看護師免許を有し、保健師・助産
師免許を有する（見込みを含む）３６
歳未満▽応募期間＝９月３日（月）
～（締切日は種目により異なる）▽
問い合わせ先＝自衛隊相模原地域事
務所1０４２（７５５）０６９４※応募資格や応
募期限など、詳しくは同事務所へお
問い合わせください。

平成２０年 平成２１年 平成２２年 平成２３年 

出場件数 

搬送人員 

５,０００ 

４,８００ 

４,６００ 

４,４００ 

４,２００ 

４,０００ 

３,８００　

救急出場及び搬送人員の推移 （件数） 

北里大学病院の
ドクターカー

県のドクターヘリ
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と　こ　ろと　　　き区　分

1０４６（２５２）８４９０
（電話相談も可）

毎週月曜～金曜日午前９時３０分～正午と午後１時
～３時３０分

消 費 生 活
（訪問販売・多重債務など）

予約制（電話可）
受付1０４６（２５２）８２１８
市役所１階相談室
※３日午前８時３０分か
ら今月分を受け付け、
いずれも定員になり次
第、締め切ります。な
お、弁護士相談は年間
一人につき１回（２５分
以内）、その他の相談
は一人３０分以内とさせ
ていただきます。相談
される要点をよく整理
してお越しください。

毎月第２・第３・第４火曜日午後６時
３０分～９時
毎月第２・第３・第４水曜日午後１時
３０分～４時３０分

１１日夜・１２日
１８日夜・１９日
２５日夜・２６日

弁 護 士
（面談のみ）

毎月第３木曜日午前９時３０分～１１時３０
分２０日行 政

（国に対する要望）
毎月第２・第３木曜日午後１時３０分～
４時３０分

１３日
２０日

行 政 書 士
（相続・成年後見）

毎月第３火曜日午後１時３０分～４時１８日交 通 事 故
奇数月第３金曜日午後１時３０分～４時
３０分２１日司 法 書 士

（登記・相続・少額訴訟）
毎月第４木曜日午後１時３０分～４時３０
分２７日不 動 産

（取引・契約）
毎月第２金曜日午後１時３０分～４時３０
分（１３日まで受け付け）１４日分譲マンション

（近隣・管理組合）
毎週月曜～金曜日午前９時～午後４時３０分

市 民 一 般
担当　広報広聴人権課 1０４６（２５２）８２１８

1０４６（２５２）８０８７毎月第２火曜日午前９時～１１時３０分１１日人権擁護委員
（近隣問題など）

市役所１階
広報広聴人権課

毎週月曜・水曜・金曜日午前９時～正午と午後１時～
５時１５分ドメスティック

バイオレンス
担当　広報広聴人権課 1０４６（２５２）８４８３

４－１会議室奇数月第３木曜日午後１時３０分～４時３０
分（予約制（電話可）。前日まで受け付け）２０日社会福祉士

（成年後見制度）
担当　福祉長寿課 1０４６（２５２）７１２７

市役所１階障がい福祉課毎週月曜・火曜・木曜日午前１０時～正午と
午後１時～３時（予約制（電話可））障 が い 者

就 労 支 援
担当　障がい福祉課 1０４６（２５２）７１３２

４－２会議室毎月第３木曜日午前１０時～午後３時２０日
駐留軍離職者

担当　商工観光課 1０４６（２５２）７６０４
市役所２階子育て支援課

1０４６（２５２）７９６９
毎週月曜～金曜日午前９時３０分～１１時３０分と
午後１時～４時（電話可）児 童

市役所２階子育て支援課毎週月曜～金曜日午前９時～正午と午後１時～午後４時
母子・父子家庭

（予約制（電話可））　　　　 　　 担当　子育て支援課 1０４６（２５２）７２０１
青少年センター１階
青少年相談室毎週月曜～金曜日午前９時～午後４時

青 少 年
担当　青少年相談室 1０４６（２５６）０９０７

市役所５階教育研究所毎週月曜～金曜日午前１０時～午後４時教 育

1０４６（２５９）２１６４毎週月曜～金曜日午前８時３０分～午後６時（電話のみ）子どもいじめ
ホットライン 担当　教育研究所 1０４６（２５９）２１６４

市役所５階教育指導課毎週月曜～金曜日午前８時３０分～正午就 学
（障がい児対象） 午後１時～４時（予約制（電話可））　担当　教育指導課 1０４６（２５２）８７３２

９月の相談日（祝日を除く） ※相談はいずれも無料です。
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市内の催しや行政情報などは、『ホームページ』http://www.city.zama.kanagawa.jp/ でも案内しています。
お問い合わせやお申し込みは原則として祝日や年末年始を除く月曜～金曜日の午前８時３０分～午後５時１５分にお願いします。

就業構造基本調査
～働く未来を考える～

　総務省統計局では、１０月１日現在
で就業構造基本調査を実施します。
　この調査は、国民の普段の就業・
不就業の状態を詳細に把握すること
により、雇用政策をはじめ経済政策
などを企画・立案する際の基礎資料
を得るために実施します。
　調査する地域は、全国から無作為
に選ばれます。お住まいの地域が調
査対象となった場合は、地域の世帯
の確認のため、９月以降、調査員証
を携行した調査員が皆さんのお宅を
訪問します。
　就業構造基本調査により集められ
た情報は、「統計法」という法律に
より厳重に保護されますので、安心
してありのままをお答えください。
※調査概要は、総務省統計局ホーム
ページ（http://www.stat.go.jp/ 
data/shugyou/２０１２/index.htm）
でも確認できます。
担当　　　　　　　情報システム課
　1０４６（２５２）８３７９　5０４６（２５５）３５５０

教育委員会９月定例会

○と　き　９月１１日（火）午前９時
３０分～
○ところ　市役所５階教育委員会室
※傍聴や議題について詳しくは、担
当にご確認ください。
担当　　　　　　　　　教育総務課
　1０４６（２５２）８３４７　5０４６（２５２）４３１１

配布します！　資源物とごみの
分別収集カレンダー

　市では、「資源物とごみの分別収
集カレンダー」を９月中に市内全世
帯に戸別配布する予定です。配布期
間は地区によって前後する場合があ
ります。１０月に入っても配布されて
いない場合は、担当にご連絡くださ
い。今後も、ごみの分別を徹底し、
ごみの減量化・資源化にご協力をお
願いします。
担当　　　　　　　　　資源対策課
　1０４６（２５２）７６５９　5０４６（２５２）７６１６

シュレッダーをかけた紙の
排出方法を変更

　現在は燃えるごみとして回収して
いる、シュレッダーをかけた紙は、
１０月１日（月）から資源物（紙）と
して収集します。収集日が変更にな
るので、ご注意ください。詳しくは
担当にお問い合わせください。
担当　　　　　　　　　資源対策課
　1０４６（２５２）７９８５　5０４６（２５２）７６１６

自死遺族の集い（れんげの会）

　大切な人を自死で亡くした方が、
ありのままに胸のうちを語り合い、
聴き合い、わかち合う集いの場です。
○と　き　９月１９日（水）午後２時

～４時
○ところ　ハーモニーホール座間
（市民文化会館）２階小和室

○参加方法　事前に電話で担当へ申
し込み（匿名での参加も可能）

担当　　　　　　　　障がい福祉課
　1０４６（２５２）７１３２　5０４６（２５２）７０４３

障がい者就労実習体験支援事業
～身近な一般企業で実習体験に
取り組んでみませんか～

　就労経験が無いか少ない障がい者
の皆さんが、仕事に対する心構えや
社会的ルールなどを学べる就労実習
の体験ができます。身近な一般企業
で実習体験に取り組んでみません
か。
○対　象　満１８歳以上の市内に在住
する障がい者で、就労に対する意
識や知識・技能など一定の準備を、
就労支援事業所や地域活動支援セ
ンターなどで終了した方

○報　酬　無償
　※利用者の実習に係る交通費、傷
害保険などの費用は自己負担。

○申込方法　利用している就労支援
事業所などを通して担当へ

担当　　　　　　　　障がい福祉課
　1０４６（２５２）７１３２　5０４６（２５２）７０４３

重度障害児者におむつを特別支給

　市内に居住する６５歳未満の在宅重
度障害児者（身体障害者手帳１級と
療育手帳Ａ１の所持者）のうち、重
複（合併）障害でおむつを使用して
いる方に、おむつ購入費用の一部を
補助します。
○申込方法　９月７日（金）までに
電話で担当へ

※受付時間は午前８時３０分～午後５
時です。
担当　　　　　　市社会福祉協議会
　1０４６（２６６）２００５　5０４６（２６６）２００９

空調機の更新に伴う小松原
コミュニティセンターの休館

　１０月１日～１２月３１日の間、利用者
の皆さんにより良いサービスを提供
できるよう、老朽化した小松原コミ
ュニティセンターの空調機更新工事
を実施します。それに伴い、同セン
ターは当該期間中、休館します。ご
不便をおかけしますが、ご理解とご
協力をよろしくお願いします。１月
以降の予約受付方法その他の相談は、
直接センター 1０４６（２５７）９６４０まで
お問い合わせください。
担当　　　　　　　　　市民協働課
　1０４６（２５２）７９６６　5０４６（２５５）３５５０

ひまわり号巡回日程

▼ひばりが丘南児童館＝８日・２９日
午後２時３０分～３時３０分▼ＮＴＴ栗
原社宅＝５日・１９日午前１０時３０分～
１１時３０分▼東原共同住宅８号棟前＝
１３日・２７日午前１０時３０分～１１時３０分
▼カーサ相模台Ｈ号棟前＝７日・２１
日午前１０時３０分～１１時３０分▼中原小
学校＝１２日・２６日午後２時４５分～３
時３５分▼小松原１丁目児童遊園地＝
６日・２０日午前１０時３０分～１１時３０分

▼東原小学校＝７日・２１日午後２時
５５分～３時４５分▼相模野小学校＝５
日・１９日午後２時５５分～３時３０分▼
入谷小学校＝６日・２０日午後２時５０
分～３時４０分▼栗原小学校＝１４日・
２８日午後２時４５分～３時３５分
担当　　　　　　　　　　　図書館
　1０４６（２５５）１２１１　5０４６（２５２）５７０４

消費生活アカデミー
「食の安全のウソ？ホント！」
～知らなきゃ損する食品表示～

　テレビや新聞論評でおなじみの食
の安全・食品表示問題の第一人者が
食の安全についてお話しします。
○と　き　①１０月４日②１１日いずれ
も木曜日午後２時～４時（全２回）

○ところ　ハーモニーホール座間
（市民文化会館）大会議室

○内　容　①生鮮食品について②加
工食品について

○講　師　消費者問題研究所代表 ･
食品問題評論家　垣田達哉さん

○定　員　５０人（応募多数の場合は
抽選。連絡がなければ参加可）

　※連続講座のため、両日とも受講
する方のみ受け付けます。

○参加費　無料
○申込方法　９月１８日（火）までに
電話で、または氏名・電話番号（連
絡先）・住所を明記の上ファクス
で担当へ

担当　　　　　　　広報広聴人権課
　1０４６（２５２）８４９５　5０４６（２５２）０２２０

ごみ焼却場など清掃施設の見学会

○と　き　１０月１１日（木）正午～午
後４時３０分

○ところ　高座清掃施設組合（海老
名市本郷）と第２資源リサイクル
センターなど（集合は市役所）

○内　容　自分たちが出したごみが
どのように処理されているのかを
学習

○対　象　市内在住・在勤・在学者
○定　員　２５人（申込順）
○参加費　１００円程度（保険代）
○申込方法　１０月３日（水）までに
電話で担当へ

担当　　　　　　　　　資源対策課
　1０４６（２５２）７９８５　5０４６（２５２）７６１６

ざま市民朝市

○と　き　９月９日、２３日いずれも
日曜日午前７時～８時（雨天決行）

○ところ　市役所ふれあい広場（雨
天時は市役所１階アトリウム）

○販売品　地場産野菜、農産物加工
品、肉、花き、市特産品など

○持ち物　買い物袋
担当　　　　　　　　　　　農政課
　1０４６（２５２）７６０１　5０４６（２５５）３５５０

健康水中ウオーキング

〇と　き　１０月１日（月）、３日（水）、
５日（金）午後１時３０分～２時３０分
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（全３回、１０月１日は午後１時～）
〇ところ　協栄スイミングクラブ座
間（座間２－２３９）

〇内　容　水中を歩いて運動をする
ことで足腰を強くし、風邪などを
ひきにくい体にする

〇対　象　市内在住・在勤者
〇定　員　５０人（申込順）
〇参加費　無料
〇持ち物　水着、水泳帽子、バスタ
オル、ロッカー代１００円（返却制）

〇申込方法　９月２４日（月）までに
電話、ファクスまたは直接担当へ

担当　　　　　　　　　スポーツ課
　1０４６（２５２）８１７７　5０４６（２５５）３５５０

手話奉仕員基礎講座開催

　市聴覚障害者協会では、手話奉仕
員基礎講座を開催します。
○と　き　１０月３日～平成２５年３月
１３日のうちの水曜日午後７時～９
時（全１８回）

○ところ　サニープレイス座間（総
合福祉センター）

○対　象　市内在住 ･在勤者で、入
門講座受講済みの方、または手話
で簡単な日常会話ができる方

○定　員　２５人（申込順）
○受講料　３，０００円（テキスト代）
○申込方法　往復はがきに住所・氏
名（ふりがな）・電話番号を記入
の上、９月１３日（木）まで（必着）
に〒２５２－８５６６　座間市役所障がい
福祉課宛て郵送

担当　　　　　　　　障がい福祉課
　1０４６（２５２）７９７８　5０４６（２５２）７０４３

家庭教育講座
「こどものしあわせ、おやのしあわせ」

　「ル・ソレイユ」では、市の委託
による家庭教育委託講座として、親
子の幸せとは何かを考えたい方向け
に、子供の視点の幸せと親にとって
の幸せがズレていないか見直し修正
する家庭教育講座を開催します。
○と　き　①９月２０日（木）②２１日
（金）午前１０時～正午（全２回）

○ところ　市役所①５階５－６会議
室②４階４－３会議室

○内　容　①「子どもをだしに使お
う！」②「親子のしあわせとは何
か？」をテーマにした講演とグル
ープワーク

○講　師　①元生涯学習課社会教育
指導員　安部悦子さん②県立相模
原養護学校臨床心理士　加島峰子
さん

○定　員　２０人（申込順、原則２回
とも出席できる方）

○保　育　あり（原則２歳以上）
○参加費　４００円（①９月２０日（木）
の弁当代として）

○申込方法　９月１４日（金）までに
電話またはファクスで担当へ

担当　　　　　　　　　生涯学習課
　1０４６（２５２）８４７２　5０４６（２５２）４３１１

市民自主企画講座「市民の福祉講座
／精神保健ボランティアとは」

　「座間精神保健ボランティアグル
ープ　ひだまり」では、市の委託事

広報ざま【座間市のお知らせ】No.９１３　　平成２４年（２０１２年）９月１日●６ 

東地区文化センター
1０４６（２５３）０７８１ 5０４６（２５３）０７８９

市公民館
1０４６（２５５）３１３１ 5０４６（２５２）２７７６

スカイアリーナ座間
1０４６（２５５）００７７ 5０４６（２５５）１１８８

北地区文化センター
1０４２（７４７）３３６１ 5０４２（７４７）８５４２

図書館
1０４６（２５５）１２１１ 5０４６（２５２）５７０４

青少年センター
〒２５２－００２３立野台１－１－４

1０４６（２５３）８４１１ 5０４６（２５９）２１６３
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みんなの広場 

業として、精神保健を理解しボラン
ティア活動の意義を認識するための
市民自主企画講座を開催します。
○と　き　①１０月９日②１６日③２３日
④３０日いずれも火曜日午後１時３０
分～３時３０分（全４回）

○ところ　サニープレイス座間（総
合福祉センター）３階研修室

○内　容　①「心の病について」②
「精神保健におけるボランティア
の役割」③「精神保健行政の現状
と将来展望」「精神保健ボランティ
アグループひだまりの活動紹介」
④「心の病を持つ当事者の話」

○講　師　①座間メンタルクリニッ
ク　金院長②市社会福祉協議会職
員③市障がい福祉課職員、座間精
神保健ボランティアグループひだ
まり会員④当事者二人

○定　員　２５人（申込順）
○参加費　無料
○申込方法　事前に電話またはファ
クスで担当へ

担当　　　　　　　　　生涯学習課
　1０４６（２５２）８４７２　5０４６（２５２）４３１１

♪今月のロビーコンサート♪
「夏から秋へ　サクソフォーンは歌う」

○と　き　９月１２日（水）午後０時
３０分～０時５０分
○ところ　市役所１階市民サロン
○演奏曲　 椰  子 の実（大中寅二）、

や し

小さい秋みつけた（中田喜直）ほ
か

○演奏者　サクソフォーン　河西麻
希さん、ピアノ　浅沼敦子さん

担当　　　　　　　　　生涯学習課
　1０４６（２５２）８４７６　5０４６（２５２）４３１１

◆ワード入門講座
○と　き　１０月６日～２７日毎週土曜
日午後１時３０分～４時３０分（全４
回）

○内　容　ワードの基礎、文面の装
飾などを覚える

○講　師　座間市パソコンサポート
クラブ

○対　象　マウス操作、文字入力が
でき、全て出席できる市内在住・
在勤者（市公民館、北・東地区文
化センターでの同講座の未受講者
に限る）

○定　員　１６人（多数抽選）
○参加費　２，２７０円（テキスト代ほ
か）

○持ち物　筆記用具
○申込方法　９月１５日（土）までに
電話、ファクスまたは直接同館へ

◆親と子が共に育つ教室～「絆って
なあに？」～

○と　き　①１０月１１日～１２月１３日毎
週木曜日午前１０時～１１時４５分（全
１０回）
○内　容　お菓子作りで仲間作り、
絵本で結ぶ絆など楽しく子育てを
するための講座

○対　象　幼児を持つ保護者
○定　員　３０組（多数抽選）
○保　育　あり（一人５００円お茶代な
ど）

○参加費　無料（実習費は実費）
○持ち物　筆記用具
○申込方法　９月１６日（日）までに
電話、ファクスまたは直接同館へ

◆大人のための朗読会
○と　き　９月３０日（日）午後１時

３０分～３時
○内　容　向田邦子「春が来た」よ
り、室生 犀  星 

さい せい

「 杏 っ子」よりほか、
あんず

短歌、俳句、川柳、詩など
○読み手　ユニット・ぺぱん
○対　象　市内在住・在勤者
○参加費　無料
○参加方法　当日直接同センターへ

◆幼児をもつファミリー学級「わか
りたい・つたえたいハートの卵」

○と　き　①１０月１１日②１８日③１１月
１日④８日⑤１５日⑥１８日⑦２２日⑧
２９日⑨１２月６日（原則木曜日、⑥
は日曜日で公開講座）午前１０時～
正午（全９回）

○内　容　手話歌・かぎばりあみ・
子どもとの対話・被災下の家族・
障がいじゃなくてスペシャルなど

○対　象　幼児を持つ保護者
○定　員　２５人（多数抽選）
○参加費　無料（材料費は実費）
○保　育　あり（５００円おやつ代ほ
か）

　※保育説明会は１０月４日（木）午
前１０時～

○申込方法　９月２０日（木）までに
直接または電話、ファクスで同セ
ンターへ

◆ひがし映画会
○と　き　９月８日（土）午前１０時
３０分～１１時４０分
○内　容　「よわむし太郎」、「小
さなバイキングピッケ～ピッケと
クジラの親子」ほか

○入　場　自由
○参加方法　当日直接会場へ（幼児
は保護者同伴）

◆教育講座「不登校なんて怖くない！
～進学と受験について考えよう」

○と　き　①９月２０日（木）②１０月
１０日（水）いずれも午後３時～５
時

○ところ　①②東地区文化センター
○内　容　①なぜ進学したいのか、
なぜ進学させたいのか②（仮）子
どもの進路を考える

○対　象　不登校児童・生徒の進路
に関心のある方と保護者

○持ち物　筆記用具
○参加費　無料
○申込方法　当日までに直接または
電話、ファクスで同センターへ

◆あすなろ大学公開自主講座３
○と　き　９月１４日（金）午後１時
３０分～３時３０分
○内　容　①震災による健康被害②
座間の災害想定は大丈夫？

○定　員　３０人（先着順）
○参加方法　当日直接会場へ

◆ワンスモア・ブックス・フェア
（古本市）

○と　き　９月８日（土）、９日（日）
午前１０時～午後１時

○ところ　講座室
○内　容　図書館のリサイクル本を
１冊１０円で販売
○入　場　自由

◆ジュニア・サイエンスクラブ②星
空観察会～望遠鏡で夏の星と月を
見よう！～

○と　き　９月１日（土）午後６時

３０分～８時３０分（天候不良時は中
止、天候判断は開始１時間前）
○内　容　センターの望遠鏡や肉眼
で夜空を観察
○対　象　市内在住、在勤、在学の
青少年（小・中学生は原則保護者
同伴）
○参加方法　当日直接同センターへ
※開催時間内の入退場は自由。
◆環境教室２０１２～１DAYエコツアー

ワ ン デ イ

（全２回）
○と　き　①１０月８日（月）午前８
時３０分～午後３時②１０月１３日（土）
午前８時３０分～午後４時３０分
○ところ①平塚・虹ヶ浜海岸②横須
賀・和田長浜海岸
○内　容　①ビーチコーミング（海
岸漂着物の収集と観察）②磯の生
物や植物の観察など
○対　象　市内在住、在学の小学４
年生～１８歳
　※全２回参加できる方。
○定　員　２０人（多数抽選）
○参加費　５００円程度（保険代ほか）
○持ち物　筆記用具など
○申込方法　９月１４日（金）までに
往復はがき（１枚に二人まで）に
参加者の氏名（ふりがな）・学校
名・学年・年齢・性別・住所・電
話番号・「 １DAY エコツアー」参

ワ ン デ イ

加希望と明記の上同センターへ郵
送または直接。直接の場合は返信
用ハガキと必要事項を記載したメ
モを持参

◆アロマ＆リラクゼーション講座
○と　き　１０月５日～２６日（いずれ
も金曜日）午後１時３０分～３時
（開場は午後１時）
○ところ　１階ミーティングルーム
○講　師　健康運動指導士　齋藤尚
美さん　
○対　象　１８歳以上の方
○定　員　３０人（申込順）
○参加費　２，０００円
○持ち物　動きやすい服装、筆記用
具
○申込方法　参加費を添えて事前に
体育館へ申し込み
※現金の取り扱いは午後５時まで。
（電話予約可）
※使用するアロマオイルは純粋な植
物性オイルで無害です。この講座は
医療行為、医療指導を行うものでは
ありません。
◆骨盤エクササイズ
○と　き　１０月６日（土）午前１０時
～１１時３０分（開場は午前９時３０分）

○ところ　２階武道室
○講　師　財団法人日本体育協会公
認スポーツ指導員　阿部貴子さん
○対　象　１８歳以上の方
○定　員　５０人（申込順）
○参加費　５００円
○持ち物　動きやすい服装、タオル、
バスタオル、筆記用具
○申込方法　参加費を添えて事前に
体育館へ申し込み
※現金の取り扱いは午後５時まで。
（電話予約可）

◆都市計画審議会委員
○募集人数　１人
○応募資格　１０月１日時点で他の審
議会などの「公募により選考され

た委員」となっていない２０歳以上
の市内在住・在勤者（平日昼間の
会議に出席できる方）
○業務内容　都市計画に関する事項
の調査・審議
○任　期　委嘱の日から２年間
○報　酬　市規定による
○選考方法　書類審査
○応募方法　事前に担当に連絡の
上、応募要領・申込書などの書類
を取り寄せ、必要事項を記入した
書類と「座間市の都市計画」をテ
ーマとした小論文（８００字以内）を
９月２４日（月）午後５時１５分まで
（必着）に、〒２５２－８５６６緑ケ丘１
－１－１座間市役所都市計画課宛
てに郵送、ファクスまたは直接担
当へ持参
担当　　　　　　　　　都市計画課
　1０４６（２５２）７３７６　5０４６（２５５）３５５０
◆図書館非常勤職員・自動車運転手
非常勤職員
○募集人数　①図書館非常勤職員１
人②自動車運転手非常勤職員１人
○応募資格　①司書資格を有する方
優先②普通自動車免許所持者
○業務内容　①本の貸し出し、整理
など②軽自動車（オートマチック
車）による市公民館、北・東地区
文化センターへの図書の搬送など
○勤務期間　①②１０月１日～平成２５
年３月３１日
○勤務日時　①火曜～日曜日の間で
週３日程度午前８時３０分～午後５
時１５分（時差勤務あり）②火曜・
木曜・土曜日の午前８時３０分～午
後３時
○時　給　①９５２円②１，２８０円
○選考方法　①②面接、健康診断
○応募方法　①②市販の履歴書（写
真添付）に必要事項を記入し９月
１２日（水）までに本人が担当に持
参
　※月曜日を除く。
担当　　　　　　　　　　　図書館
　1０４６（２５５）１２１１　5０４６（２５２）５７０４

○シルバー人材センター会員募集
▽応募資格＝健康で働く意欲のある
６０歳以上の市内在住者▽入会説明会
＝毎月第１・第３・第５木曜日午前
９時～※特に植木、除草作業希望者
歓迎。問い合わせ先＝（社）座間市
シルバー人材センター1０４６（２５４）
５３６１へ
○民謡講習会（座間市民謡連合会）
▽とき＝１０月７日（日）午前９時３０
分～午後３時▽ところ＝東地区文化
センター▽内容＝なかよし音頭、唄、
おどり、三味線など（見学自由）▽
対象＝どなたでも▽定員＝５０人▽参
加費＝５００円（弁当代・教材費）▽申
込方法＝電話またはファクスで０４６
（２５４）１８５９（武内）へ
○司法書士 無料法律相談会
▽とき＝９月２９日（土）午前１０時～
午後４時▽ところ＝ハーモニーホー
ル座間▽内容＝登記、債務整理、成
年後見、訴訟その他法律全般の相談
会▽対象＝どなたでも▽参加方法＝
当日直接会場へ▽問い合わせ先＝1
０４５（６４１）１３７２（神奈川県司法書士会
事務局）へ

「みんなの広場」の一部、「９月に納
めていただくのは」および「９月
の相談日」は５面をご覧ください。



●８ 広報ざま【座間市のお知らせ】No.９１３　　平成２４年（２０１２年）９月１日

　市では、ごみ集積所に出された紙類、缶類などの資源物の持ち去り行為
を防止するため、また、国の「地域の自主性及び自立性を高めるための改
革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律」（第１次・第２次一
括法）の施行などにより、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」の改正
があったため「座間市廃棄物の減量化、資源化及び適正処理等に関する条
例」の一部を改正しますので、市民の皆さんのご意見を募集します。なお、
提出していただいたご意見は、検討結果およびその理由とともに市ホーム
ページなどで公表します。
○改正内容
・ごみ集積所から資源物などを持ち去る行為に対する罰則規定
・一般廃棄物処理施設に係る生活環境影響調査結果の縦覧などの規定
・市が設置する一般廃棄物処理施設における技術管理者の資格の規定
○対　象　市内在住・在勤・在学者、市内に事務所などを有する法人また
はその他の団体、本件に利害関係を有するもの

○閲覧場所　市役所１階情報コーナー、市役所４階資源対策課、各出張所、
市公民館、北・東地区文化センター、各コミュニティセンター（市ホー
ムページでも閲覧できます）

○提出期間　９月１日（土）～３０日（日）
○提出方法　住所、氏名、電話番号を記入の上、任意の様式で、郵便、フ
ァクス、電子メールまたは直接担当へ

【郵送】〒２５２－８５６６　緑ケ丘一丁目１番１号　座間市役所資源対策課
【電子メール】pb５２_bassoku@city.zama.kanagawa.jp
担当　　　　　　　　　　資源対策課　1０４６（２５２）７９８５　5０４６（２５２）７６１６

　国の「地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための
関係法律の整備に関する法律」（第１次・第２次一括法）の成立を受け、
今まで国が一律に決めていた道路、公園、下水道施設などの設置管理の基
準などを市が独自に条例などで規定することになりました。
　市では、次の条例の制定や改正について、広く市民の皆さんからの意見
を募集します。なお、提出していただいたご意見は、検討結果およびその
理由とともに市ホームページなどで公表します。

１．座間市の道路の構造の技術基準を定める条例の制定（骨子案）
２．座間市道路標識、区画線及び道路標示に関する条例の制定（骨子案）
３．座間市移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基準を定める

条例の制定（骨子案）
○意見の送付先
【郵送】〒２５２－８５６６　緑ケ丘一丁目１番１号　座間市役所道路課
【電子メール】pb５１_douro１@city.zama.kanagawa.jp
担当　　　　　　　　　　　　道路課　1０４６（２５２）８５６４　5０４６（２５５）３５５０

４．座間市都市公園条例の改正（骨子案）
５．座間市移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基準

を定める条例の制定（骨子案）
○意見の送付先
【郵送】〒２５２－８５６６　緑ケ丘一丁目１番１号　座間市役所公園緑政課
【電子メール】pb５０_kouen@city.zama.kanagawa.jp
担当　　　　　　　　　　公園緑政課　1０４６（２５２）７２２１　5０４６（２５５）３５５０

６．座間市下水道条例の改正（骨子案）
○意見の送付先
【郵送】〒２５２－８５６６　緑ケ丘一丁目１番１号　座間市役所下水道課
【電子メール】pb２５_gesui@city.zama.kanagawa.jp
担当　　　　　　　　　　　下水道課　1０４６（２５２）８６２９　5０４６（２５７）４１５５

【意見募集に関する共通事項】
○対　象　市内在住・在勤・在学者、市内に事務所などを有する法人また
はその他の団体、本件に利害関係を有するもの

○閲覧場所　市役所１階情報コーナー、各担当課窓口、各出張所、市公民
館、北・東地区文化センター、各コミュニティセンター（市ホームペー
ジでも閲覧できます）

○募集期間　９月１日（土）～３０日（日）
○提出方法　住所、氏名、電話番号を記入の上、任意の様式で、郵便、フ
ァクス、電子メールまたは直接担当へ
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　市では、９月１２日（水）の午前１０時と１０時３０分ごろに、Ｊ－ＡＬＥＲＴ
（※）から送られてくる国からの緊急情報を、市の防災行政無線を用いて
確実に市民の皆さんへお伝えするための伝達試験を行います。
　当日、防災行政無線により放送する内容は次のとおりです。なお、この
訓練は座間市以外の地域でも、全国的に実施されます。
○と　き　９月１２日（水）　午前１０時と１０時３０分ごろの２回
○放送内容　「これは、試験放送です」を３回繰り返した後に「こちらは、
防災ざまです」
※Ｊ－ＡＬＥＲＴ（ジェイ・アラート）とは、地震や武力攻撃などの災害
時に国から送られてくる緊急情報を人工衛星などを活用して瞬時に情報伝
達するシステムです。
担当　　　　　　　　　　安全防災課　1０４６（２５２）７３９５　5０４６（２５２）７７７３

　日常生活では簡単に通り過ぎてしまうような道を歩いて、ふるさと座間
の良さを実感してみませんか。

○と　き　１０月６日（土）（受け付け午前８時１５分～８時３０分）
　一日コース＝午前８時３０分～午後３時（予定）
　半日コース＝午前８時３０分～正午（予定）
○ところ　座間市役所～市内公園
○対　象　市内在住、在勤、在学の方（小学校
４年生以下は保護者同伴）
○持ち物　弁当、飲み物、タオルなど（半日コ
ースは弁当不要）
○定　員　各１００人（申込順）
○参加費　無料
○申込方法　９月２１日（金）までに電話、ファクスまたは直接担当へ
※雨天時の開催の問い合わせは、当日午前７時～７時３０分に担当へ。
※ペットを連れての参加はできません。
担当　　　　　　　　　　スポーツ課　1０４６（２５２）８１７７　5０４６（２５５）３５５０

県民スポーツ週間関連事業県民スポーツ週間関連事業
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ミニ下水道展
○と　き　９月５日（水）～７日（金）　午前９時～午後３時
　※正午～午後１時は除きます。
○ところ　市役所１階市民ホール
○内　容　市内の小学生による下水道普及促進ポスターの作品展示、花
の種などの配布、下水道相談コーナーなど

担当　　　　　　　　　　　下水道課　1０４６（２５２）８５４１　5０４６（２５７）４１５５

　９月１０日（月）は「下水道の日」です。公共下水道は、家庭や工場など
から排出された汚水を終末下水処理場できれいにしてから川や海へ戻すと
いう大切な役割を担っています。
　現在、市内に埋設されている下水管（汚水管）の総延長は、２９５キロメー
トルで、公共下水道の建設が開始された昭和４７年度から平成２２年度までの
建設費を合計すると、約５５９億円となります。
　巨費を投じて整備を進めている公共下水道施設ですが、住民の皆さんに
接続していただかないとその機能を発揮できません。従来の単独処理浄化
槽では、浄化能力も不十分なほか、し尿以外の雑排水が汚れたまま川へ流
れてしまいます。
　公共下水道が整備された地域の建物を所有する方には宅内の排水設備を
遅滞なく公共下水道に接続する義務があります（下水道法第１０条）。平成
２２年度末までの公共下水道への接続率（水洗化率）は９３．３パーセントです。
まだ接続を済ませていない建物を所有する方は、接続をお願いします。

公 共 下 水 道 へ の 早 期 接 続 を ～公 共 下 水 道 へ の 早 期 接 続 を ～

９９９９９９９９９９９９９月月月月月月月月月月月月月９月１１１１１１１１１１１１１０００００００００００００１０日日日日日日日日日日日日日ははははははははははははは下下下下下下下下下下下下下水水水水水水水水水水水水水道道道道道道道道道道道道道ののののののののののののの日日日日日日日日日日日日日日は下水道の日

こんにちは 
赤ちゃん 
こんにちは 
赤ちゃん 
こんにちは 
赤ちゃん 

　　赤ちゃんの写真を
お待ちしています！　　

○対象　平成２４年９月１日現在で、
１歳未満の市内在住の赤ちゃん

○掲載月　１０月、１１月
○応募方法　カラー写真の裏面に保
護者の住所・氏名・電話番号、赤ちゃ
んの氏名（ふりがな）・生年月日・性
別を明記し、〒２５２－８５６６市役所広
報広聴人権課宛て郵送または持参

○申込期限　９月１４日（金）＜当日
消印有効＞

※応募者多数の場合は抽選とし、掲
載が決定した方に連絡します。な
お、応募写真は返却しません。

 佐 藤
さ とう

   　 大 雅   ちゃん
たい が

Ｈ２３．９．１２生まれ　男
四ツ谷

 　 
たか
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